
パソコンやスマートフォンから 海しる へアクセスします。 （ 海しるHPアドレス https://www.msil.go.jp/ ）

クリック！

※インターネットブラウザはお好みで問題ありませんが最新版の使用を推奨します
※詳細なマニュアルは画面上部にリンクされている「操作説明」をご覧ください

海しる簡易マニュアル（１/26）

初期ページが表示されます

マニュアル

https://www.msil.go.jp/


地図領域

※ レイヤーとは海しるで表示できるデータのことです
※ レイヤーの種類によっては「タイムライン」や「テーブル」

を使用できます

レイヤー
操作部

※基本的な操作方法は次ページから紹介します

海しる簡易マニュアル（２/26）

画面（UI含む）の概要説明です。
各種画面操作（パネル） 各種ツール（ボタン） オプション

地図コマンド

＜地図コマンド＞
位置座標、距離尺（スケール）のほか
拡大・縮小や初期位置



地理院地図（写真）をクリックすると背景が空中写真に切り替わります

背景地図ツール

＜選択可能な背景図＞

公共地図、地理院地図（日本語、英語）、空中写真、海底地形図など

選択可能な背景図が表示
されます

（例）空中写真
をクリック

海しる簡易マニュアル（３/26）

地図の背景図を変更します。



グリッドが表示
されます

表示させたい
グリッドをON

海しる簡易マニュアル（４/26）

グリッド（縦線と横線）を表示します。

経緯度グリッド
→経度と緯度の線を表示

UTMグリッド
→UTM座標で線を表示

タイル座標
→自動的に番号を付して区割りされます

（縮尺に応じて番号変化）

グリッド設定ツール



凡例が表示
されます

表示中の
データ

海しる簡易マニュアル（５/26）

凡例を表示します。（例では降水量の実況を表示）

表示（選択）しているレイヤーのみ
凡例が表示されます

※表示するレイヤーがない場合（下図）

凡例ツール



ツールは複数あり、様々な
処理が可能です

ツール毎にできることが
異なります

海しる簡易マニュアル（６/26）

図形の作成や距離計算などを行います。

各ツールについて

[読込]
図形を取り込みます
海しる以外で作成したデータも対応してい
れば読込可能です

[保存]
地図上に表示されている図形をファイルに
保存します
保存形式は “GeoJSON” “kml” “csv”
に対応しています

[作図]
指定したタイプ毎に作図します
位置や形だけでなく、図形に属性として情
報を付与することも可能です

[算出]
地点を指定して距離や方向を算出します
方向と距離を指定して任意の座標を求め
ることも可能です

[リスト]
読込または作図した図形を一覧でリスト表
示します
編集や削除等も可能です

[全削除]
地図上の図形を全て削除します

ほか、図形や図形のラベル表示／非表示
が可能です

作図/算出ツール



作図/算出ツール
※データは「ドラッグ＆ドロップ」または「ファイルを選択」のどちらかで入力します

「読込」タブ
をクリック

kml

kml
ファイルをドラッグ＆ドロップ

または「ファイルを
選択」をクリック

ファイルを入力するとファイル名
が表示されます

読込が成功するとメッセージが
表示されます

※右例では五管区水路通報８年３４号を入力

※メッセージ確認後に右上の「×」をクリック

海しる簡易マニュアル（７/26）

外部ファイルを読み込みます。（例では五管区水路通報kmlデータを使用）

「ファイルを選択」した場合
は「読込」をクリック



作図/算出ツール

「保存」タブ
をクリック

「保存」をクリック

「保存形式」を
選択

内容よければ「OK」をクリック

※保存する図形はあらかじめ読込または作成しておく必要があります

※例では “csv” 形式で保存
※形式を崩さなければ海しるで読込できます

海しる簡易マニュアル（８/26）

地図上の図形ファイルを保存します。

「保存ファイル名」
を指定



作図/算出ツール

「作図」タブ
をクリック

３点以上の線であれば
途中の点はクリック

作図するタイプ
を選択

※例では「線」を作図しています

※ マウス（カーソル）で任意の点または位置座標を
直接入力指定ができます

※ 途中の点追加や削除も右に配置した＋ーボタン
をクリックして対応可能です

海しる簡易マニュアル（９/26）

地図上に図形を作図します。

始点をクリック

終点をダブルクリック

編集画面で色や形状、
属性など選べます

編集画面の「座標」から直接、位置座標を指定する
ことも可能です



作図/算出ツール

「算出」タブ
をクリック

※灯台などの基準位置からの方位、距離を求めたい場合に便利です
※方位角で分や秒を指定する場合は度に換算するか “-(ハイフン)” で区切って入力してください

→（例）方位220度30分の場合は 220-30 と入力

※ 始点、終点ともにマウス（カーソル）で任意の点または
位置座標を直接入力指定できます

海しる簡易マニュアル（10/26）

任意の位置（座標）を算出、または距離や方向を計測します。

算出を・距離で次点を
算出

始点を入力
または指定

「方位距離算出」を使えば、2地点間の方位と距離を算出
できます

方位、距離
を入力

「続けて算出」をクリック
すると次点を始点に継
続できます

始点

終点

「算出」をクリック

クリックすると
始点からの方位



図形をクリック

地図上に表示されている
図形がリストで一覧表示
されます

任意のデータをクリック、また
は地図上の図形をクリック
すると図形の情報（属性）
がポップアップして表示され
ます

情報の内容を
確認できます

クリック

海しる簡易マニュアル（11/26）

図形を一覧表示（リスト）します。 作図/算出ツール

※例では事前に五管区水路通報kmlデータを読み込みしています

「リスト」タブをクリック

※ タイトルや内容などの属性情報がなければ何も表示されません
（ポップアップは表示されます）

「OK」をクリックすると
全ての図形を削除

「リスト」タブの右隣りにある「全削除」をクリックすると、地図上の図形全てを削除できます
１つずつ削除したい場合は リストから削除 してください



場所が表示されます
（画面が移動）

候補をクリック

海しる簡易マニュアル（12/26）

住所または場所を検索します。

検索ツール

検索する単語
を入力



次にリンクを
コピー

海しる簡易マニュアル（13/26）

表示した地図画面を共有します。 共有ツール

画面のURLが
表示されます

任意のデータ
を表示

※表示されるデータから縮尺、見た目の調整まで全てそのまま共有できます

任意の場所
へ画面移動
しておきます

まず先に
更新

コピーしたリンクはメールで送信
などして共有
リンクをクリックすれば自動的に
画面がそのまま表示されます

※ リンクは途中で編集や改行すると正しく
動かない場合があります



好みに調整
して「印刷」
をクリック

海しる簡易マニュアル（14/26）

地図画面を印刷します。 印刷ツール 用紙サイズや印刷タイトル
など設定できます

＜印刷時の注意＞
・ 事前に印刷したい状態へ地図画面（データ表示など）を調整しておきます
・ 凡例の表示位置は右下固定のため、配置を考えて地図や用紙サイズを調整してください
・ ブラウザの「戻る」で前の画面には戻れません（地図が初期化されるため注意）
・ 印刷画面を終了したい場合は「元の画面に戻る」をクリックしてください

＜印刷プレビューが表示されます＞

地図はドラッグして
移動可能

方位記号と凡例を
調整できます

印刷画面を
終了したい
ときにクリック



メニューの「レイヤー操作」タブでは表示した情報に対して様々な操作をすること
ができます
「船舶通航量」では、下記の操作が可能です。

自動更新のON/OFF切り替え
月毎の表示設定
各データの表示/非表示を切り替え
表示データの透明度設定

メニューにある
「船舶通航量」
をクリック

右端にあるボタン
をクリック

「船舶通航量」
が表示された

海しる簡易マニュアル（15/26）

様々な情報を表示させます。（例として船舶通航量を表示）



選択したレイヤー（表示している情報）、この例では「水路通報」
に関する詳細な情報を確認できます。

情報の出所、問い合わせ先やデータ更新に関する情報など確
認することができます。

メニューにある
「水路通報」
をクリック

右にあるボタン
をクリック

海しる簡易マニュアル（16/26）

表示している情報の詳細を確認します。（例として水路通報を表示）

メタデータがポップアップ表示します



※「灯」というレイヤーに灯台や灯浮標など同じ種類のデータがサブレイヤーとしてまとめられています（サブレイヤーそれぞれ別に操作が可能）

海しる簡易マニュアル（17/26）

サブレイヤーを表示します。（例として灯を表示）

メニューにある
「灯」をクリック

右端にあるボタン
をクリック

「レイヤー操作」へ
切り替え

「灯」の左にある
下向き記号を
クリック

サブレイヤー



選択したレイヤー、この例では「共同漁業権」に関するデータが地図上に表示されます。
「キーワード検索」入力欄へ
検索したい単語を入力して
キーボードの “Enter” キーを
押します

検索結果が
表示されます

「共同漁業権」
をクリック

海しる簡易マニュアル（18/26）

表示したい情報を検索します。（例として漁業権を検索）

※漁業権は過去のデータも登録されているため取り扱いにご注意ください（年が括弧書きされていないものが最新）



※ 「レイヤーが表示されていない状態」で、パネルにある「レイヤー」をクリックするとレイヤーが再表示されます

「レイヤー操作」をクリックすると表示中の
レイヤーを操作できます

「レイヤー」が消えた
（非表示）

海しる簡易マニュアル（19/26）

パネルを操作します。（レイヤーの表示／非表示ほか）

パネルにある「レイヤー」
をクリック

※ 上例では「潮流推算」を表示させています



パネルにある「タイムライン」
をクリック

海しる簡易マニュアル（20/26）

タイムライン＝時系列情報を操作します。（対応しているデータのみ、例として潮流推算を表示）

「レイヤー操作」
をクリック

※ 「潮流推算」は時系列に対応しています

メニューにある
「潮流推算」を
クリック

右端にあるボタン
をクリック

画面下部に「タイムライン」が表示されたクリックすると「全体の時間範囲」
や目盛りの単位を確認すること
ができます

表示中のデータ範囲
クリックすることで範囲を変更
できます

再生の速度を変更
できます

表示時間を変更できます
（左から１つ前に戻る、自動再生、１つ先へ進む）

データによってはクリックして詳細
を確認することができます



パネルにある「テーブル」
をクリック

海しる簡易マニュアル（21/26）

テーブル＝登録情報を操作します。（対応しているデータのみ、例として等深線を表示）

「レイヤー操作」
をクリック

※ 「等深線」はテーブルに対応しています

メニューにある
「等深線」をクリック

右端にあるボタン
をクリック

画面下部に「テーブル」が表示された
表形式で登録データを確認できます

データの総数を確認
できます

表を操作※します

選択したデータは水色網掛け
されます

データによってはクリックして詳細
を確認することができます

「テーブルに追加」
をクリック

※ 表で操作できることは選択／選択解除や列の表示／非表示のほかフィルタ検索です
※ 操作は左から選択表示等、選択解除、列表示等及びフィルタ検索などです（詳細は次ページ参照）
※ 画面に表示されていないデータも表に含まれています

右にある「・・・」
をクリック



海しる簡易マニュアル（22/26）

テーブル＝登録情報を操作します。（対応しているデータのみ、例として等深線を表示）

操作コマンド（以下、左から説明）

[選択セットの表示]
表の任意データを選択している場合に操作可能です
クリックするたびに「全てのデータを表示」か「選択しているデータ
のみ表示」かを切り替えることができます

[選択の解除]
表の任意データを選択している場合に操作可能です
データの選択を解除し全てのデータを選択していない状態にし
ます

[列の表示/非表示]
テーブルに表示する列の表示と非表示を切り替えます
表示したい列に☑を付けてください
なお、「検索」とありますが列のデータを検索するわけではなく、
大量にある列（名）を調べる目的で使用します
※一部、非表示にできない列があります

[その他のコマンド]
全てのデータまたは選択したデータに対して特定の操作を実行
します
例えば選択しているデータに対し「ズーム」をクリックすると、その
データにズームインします
「フィルターの設定」については右図を参照してください

※フィルターの条件は各種あります
データが数値か文字かで使用する条件も変わりますので
適切な条件を設定してください

（データが数値の場合）
等しい/等しくない、以上/以下、より小さい/大きい
間にある/ない、いずれかである/でもない
空白である/でない

（データが文字の場合は一部の選択肢が変わります）
始まる/始まらない、終わる/終わらない、含む/含まない

その他のコマンド

「フィルターの設定」について

全てのデータに対して
実行します

（例）20m等深線のみ表示

列を「Depth」、
条件を「に等しい」、とします

表示される候補の中から「20」をクリックし
て選択します

※ データや条件によっては選択肢が表示
されないため直接、値を入力します

表が指定した条件に合致す
るデータのみ表示されます

地図上のデータをクリックする
と詳細を確認できます

【 複数の条件指定も可能です 】

フィルターを有効にするかどうか



海しるに登録されたデータを取得します。 （海しるAPI利用、取得できるデータはカタログで確認できます）

利用可能なデータ
一覧の確認はこちら
から

海しるAPIでは掲載している海洋情報をデジタルデータや画像で取得することができます。
ご利用の流れは以下のとおりです。

① 利用規約の確認及び同意

② 利用方法を確認します（必要に応じてサブスクリプションキーを取得）

③ 取得したいデータを探します

④ 希望する出力を選択して取得条件を設定します

⑤ データを取得します

※具体的な実例を次ページから説明します

海しる簡易マニュアル（23/26）

APIはここを
クリック

検索可能です

ご利用前に
「利用規約」を
ご確認ください

利用方法は
こちらをクリック



取得したいデータの条件を設定します。 （例として海底障害物を取得します）

次ページ以降では「海底障害物データ取得」の流れについて説明します。

海底障害物は、デジタルデータ（JSON出力）及び画像データ（PNG出力）に対応しています。

例として、次ページにJSON出力によるデータ取得例をご紹介します。

※ ここでは、あくまで機能の一部を体験いただくための説明に限ります

※ 事前に試用サブスクリプションキーを取得してください（利用方法ページにて案内されています）

※ 必要に応じて利用登録のうえ個別サブスクリプションキーの取得をご検討ください

※ APIのご利用には専門的な知識が必要になります（本マニュアルでは説明を省略）

詳細は利用方法ページをご覧ください。

海しる簡易マニュアル（24/26）

APIs をクリック

データを検索
できます

「障害物」で検索した例です

クリック

データ「海底障害物」に関するAPIの説明等が表示されます。

出力可能な
データ形式

取得に必要な
設定（試行）



サンプルデータ（例：海底障害物）を取得します。 （前ページから継続）

※ 画像出力の説明は省きますが同様の処理手順です
※ この例で取得したデータを海しるへインポートした結果は次ページをご確認ください

（取得したデータの一部をテキスト表示したイメージ）

海しる簡易マニュアル（25/26）

「JSON出力」
をクリック

「Try It」をクリック

必要に応じて
事前に取得条件
（パラメータ）を
確認してください

画面右側に REST（API） が表示されますので、UIに
沿って必要な条件を指定してください。

以下、概略を説明します。

（必要に応じて設定するオプションがあります）

[LayerSelection] ※必須入力
希望するレイヤーを入力（ここでは “1” とします）

[ｆ] ※オプション
出力形式、ここでは “geojson” とします

[geometry] ※オプション
出力範囲、ここでは大阪湾付近とします

[geometryType] ※オプション
デフォルト値

[spatialRel] ※オプション
デフォルト値

[units] ※オプション
デフォルト値

[returnGeometry] ※オプション
デフォルト値

[Ocp-Apim-Subscript] ※必須入力

試用サブスクリプションキーを入力

[HTTP request] ※特に変更の必要なし
ここではそのまま “HTTP” とします

下部にある “Send” をクリックすると “HTP response”
が表示されます（ヘッダを含む出力データ）

今回はgeoJSONデータを取得しますので、出力された
記述からヘッダを除いてコピーしgeoJSONファイルとして
保存してください。

※ “request” はいくつかパターンが用意されています
※ 出力結果が1000レコードを超えるとき、全ての

データを取得する場合は複数回処理します
（利用方法を参照）

ファイル名
test.geoJSON
で保存

クリック

必須でないパラメータ
は削除可能



取得したサンプルデータ（例：海底障害物）を確認します。 （前ページから継続）

※ これらの説明はあくまで一例であり一連の流れを推奨するものではありません
※ 実際に取得したデータの利用については利用規約をご確認ください

海しる簡易マニュアル（26/26）

「読込」タブ
をクリック

GeoJSON

GeoJSONファイルを
ドラッグ＆
ドロップ

※取得したデータはあらかじめ “GeoJSON” ファイルとして準備してください

「作図/算出」
をクリック

正しく読込できたことを確認して
右上の×ボタンをクリック

取得したデータが
表示されました

REST（API）で指定した範囲のみ抽出


